
【今後の展望】

・キウイかいよう病の耐病性を持つ品
種のゼスプリゴールド、ヘイワード等
への転換。

・産地の拡大を図るため大規模経営
を計画（平成30年目標５ha）。

・やや冷涼な気候と肥沃な土壌で落葉果樹
が盛ん。
・ゼスプリ社が要求する規格・基準の適合
・ゼスプリ社からのＪＧＡＰ認証の取得要請。
・部会員全員での取組。

・ゼスプリゴールドを生産する全ての農場でＪ
ＧＡＰ導入。
・平成25年ＧＡＰ普及大賞を受賞。
・30年1月に選果場において国際規格である
SQF認証を取得。
・愛媛県のブランド「愛あるブランド」に認定。

【果樹】ゼスプリゴールドキウイフルーツ栽培の取組（ＪＡ東予園芸）

【愛媛県西条市、新居浜市、四国中央市】

ゼスプリゴールドに着目したポイント

“ゼスプリゴールド”は、従来
のキウイより甘く果肉色が黄
色いゴールドキウイで、舌触
りも滑らかなことから消費者
ニーズ（市場価格）が高いこと
に着目。

・ JA東予園芸管内は、愛媛県西条市、新居浜市、四国
中央市の３市にまたがる専門農協。

・ 瀬戸内の温暖な気候と肥沃な土壌条件を活かし、キウ
イや柿等の落葉果樹を中心に栽培。

・ 産地では、ゴールドキウイのほかにグリーンキウイで
あるヘイワードを栽培。

取組産地の概要

【地域の連携状況】
・平成13年にゴールドキウイの
育成権者権を有するゼスプリ社
と契約を締結。
・ＪＧＡＰ内部監査体制をJA東予
園芸、JA全農愛媛、ゼスプリ社
の間で構築。
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・部会員、ＪＧＡＰ指導員、ＪＧＡＰ審査員に対
する研修会を開催し、全体の意識を統一。
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【実績】
・122名が約22haで栽培（平成28年）。
・平成22年にキウイ生産団体で最も
早く団体認証を取得。
・ヘイワード種360円/kgに対し、ゴー
ルド種460円/kgとなり農家の収益力
が向上。

・西条市のマッチングにより、地元の
酒造会社や食品加工業者と連携し、
格外品を活用した「リキュール」や
「キウイ茶」を開発・販売。

ゼスプリゴールド


